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 9 月 17 日（土）大和スポーツセンター体育会館

にて今年で 4 回目を迎えた藤沢市・横須賀市・大和市

の 3 市交流研修会が、大和市３９名、藤沢市 32 名、

横須賀市 26 名、総勢 97 名が参加のもと盛大に開催

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３市のスポーツ推進委員の交流を定期的に実施し、

より密度ある情報交換会をするとともに、ニュースポ

ーツの技術研修を行い更なる委員の資質向上を図り、

地域社会の体育の推進・発展に寄与することを目的と

しています。 

開会後は、第一部として大和市スポーツ推進委員研

修部副部長山本正徳さんの競技説明に従って 3 市混

合チームで３ブロックに別れ、ミニバレー・ファミリ

ーバトミントン・ワンバウンドふらば～るバレーボー

ルの実施研修を行いました。参加者を 18 チームに分

け 6 コートを使用し、各種目総当たりで実施しました。

各種目共通で 1 試合 7 分間の時間制により試合を実

施し、勝敗を決め順位をつけました。 

当日の各コートの主審は大和市スポーツ推進委員

の研修部員が行いルールの説明等にあたってくれま

した。各コートとも和気あいあい馴染みのないルール

に大声をあげて選手を応援するなど有意義な研修が

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二部の懇親会は、中華料理を囲み行われました。

今回は３市混合のテーブルに別れ日ごろの活動や苦

労話など語り合い、和やかな懇親会でした。  

記事 三浦 克己（追 浜） 

写真 広報部 副部長 新堀 邦明（富士見）
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10 月 10 日（月・祝）前日の雨が一転、秋晴れの

スポーツ日和の中「よこすかスポーツフェスタ

2016」が市内の体育会館等で一斉開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ推進委員は、北体育会館では新体力テス

ト・ニュースポーツ紹介、不入斗のサブアリーナ・陸

上競技場では新体力テスト、体力測定を、西体育会館

ではソフトバレーボール大会を担当しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらの会場も例年より参加者が減少したようで

すが、天候による行事のずれ込みや連休最終日等が影

響したと考えられます。 

不入斗のサブアリーナの新体力テストの参加者数

は例年よりは目立って減っていました。 シャトルラ

ンは、午前、午後通して 10 人Χ15 組くらいと 5 人

以下が 3 組くらいで、例年の 2～3 割は少なかったか

も知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、毎年楽しみにしていて参加してくれる家族

や高齢者が何組もおり、嬉しく思いました。 

 一方、裸足で参加した大人、子どももいましたが、

本人の安全面、体育館の保守面からも良くないので、

さらにこの点の事前の PR が必要と思われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

西体育会館では、平成 21 年度までは、ファミリー

バレーボールが行われていましたが、平成 22 年度か

らソフトバレーボールが行われ、今年で 7 年目となり

ます。 

大会のローカル・ルールも毎年、試行錯誤を繰り返

しています。今年は混合チームの試合中では、必ず女

性が 2 名以上入っていることを条件といたしました。

平成 21 年当時も今年と同じくらいの参加チームがあ

りましたが、平成 23 年度から協議会主催の大会も始

まり、ずっと禁止だった男子のアタックも近年解禁に

なり、年々参加者の技術の向上が著しいものとなりま

した。 

サーブ・レシーブ・アタック・ブロックとラリーも

白熱しました。審判の資質向上を目指し今大会の前に、

平成 27 年度から発足したソフトバレーボール委員会

の小菅委員長を中心に、大会の前に審判数名で夏島

小・田浦小・神明中で練習中のチームにお邪魔して審

判の練習をいたしました。試合当日各ブロック共大変

盛り上がり、3 セットまで行った試合も多く、今回は

推進委員のみの審判で進行するとのことで主審と副

審を休みなく務めたブロックもありました。またママ

さんバレーボール連盟遠田理事長も応援に駆けつけ

てくださいました。 

参加者の方から「楽しく参加できてありがとう」と

言って頂いた時は疲れも吹っ飛んでしまいましたが、

来年度は少しでも多くの推進委員の皆さんのご協力

をお願いできたらと思いました。 

記事 会計部長 滝瀬 絹子（神明） 

写真・記事 広報部 臼井 喜八郎（森崎） 

よこすかスポーツフェスタ 2016 
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地域のスポーツ振興に取り組む関係者らが集う全

国スポーツ推進委員研究協議会の福井大会が 11 月

17 日（木）、サンドーム福井で始まりました。全国か

ら約 3，300 人が一堂に集まり 2 日間の日程で生涯

スポーツのあり方や地域の課題について考えました。 

スポーツ推進委員の資質の向上や生涯スポーツの

振興を目的に、2 年後に国体を開催する都道府県が毎

年、持ち回りで開催しています。 

 
 

 

 

 
 

 

開会式で、福井県協議会実行委員の杉山弘行委員長

が「全国各地で展開されている様々な実践活動に触れ、

持ち帰って地域活性化に役立ててほしい」とあいさつ。

功労者や優良団体表彰などがあり、村上清志さん（高

坂学区）が文部科学大臣表彰を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

演題「スポーツに学ぶコミュニケーション」 

～元気・活気・勇気を与えるトーク術～をテーマに

基調講演が行われました。 

一般財団法人日本ペップトーク普及協会会長の岩

崎由純氏によるプロや実業団・企業・オリンピックチ

ームの帯同経験の体験談を交えながらペップトーク

のご講演をいただきました。 

ペップトークとは、大事な本番前に指導者が選手や

生徒にかける「前向きな励ましの言葉」「短い激励の

メッセージ」です。 

記憶に新しいのは、2011 女子ワールドカップのな

でしこジャパンのアメリカとの決勝戦のＰＫ戦前の

佐々木監督が選手たちに送った一言「思いっきり楽し

んでこい」等です。 

その後、「スポーツがもたらす明るく元気な未来へ

の創造」をテーマにシンポジウムが行われ、シンポジ

スト 4 人がそれぞれ、総合型地域スポーツクラブ・健

康長寿・障害者スポーツ・ニュースポーツについて現

状を踏まえ意見交換をしました。北海道教育大の山本

理人教授は、総合型地域スポーツクラブの在り方につ

いて「公益性が求められる」と指摘。人口減少社会の

中、指導者減少も課題として挙げ「運営を続けていく

ため、中長期的な展望を持った幅広い人材育成が必

要」と話されました。 

翌日は、鯖江・越前両市内で障害者スポーツやニュ

ースポーツなど四つの課題について各分科会に分れ

て話し合いました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

最近の全国大会は、私たちスポーツ推進委員がリー

ダーとして、又地域に於ける色々な事業を行う上での

手本となる情報が多く、今後皆様と共に活動に役立て

ていきたいと思います。 

来年は、関東近県の茨城県・つくば市で 11 月 9・

10 日開催されます。是非都合をつけて参加いただけ

れば幸いです。 

記事・写真 副会長 石川 輝雄（森崎） 

第 57 回 全国スポーツ推進委員研究協議会 福井大会 
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11 月 26 日（土）に開催された平成 28 年度神奈

川県スポーツ推進委員連合会 横須賀・三浦ブロック

研修会（葉山町、逗子市、三浦市、横須賀市）に参加

してきました。横須賀市からは、武会長以下常任理事

と事務局の 15 名の参加でした。 

 

 

 

 

 

研修実技は“グラウンドゴルフ”で 50ｍ、30ｍ、

25ｍ、15ｍの各ホール 2 ホールの合計 8 ホールで

行われました。13：30 からの開会式後、16 時まで

熱戦が繰り広げられましたが、No.8 ホールはホール

インワン賞の豪華賞品が用意していますとのアナウ

ンスにより、皆さん自分がすでに獲得した気分で、2

ラウンドの競技に入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

距離感と方向がなかなか難しく、それでもそれが決

まった時は皆さん“ヤッター”とばかりのニンマリ顔

が印象的でした。 

熱戦の途中、No.8 ホールからは何度か歓声が上が

りハイタッチをするなど盛り上がっていました。 

熱戦の結果は、なんと 1 位が横須賀の林副会長でホ

ールインワンを 2 度叩き出すという信じられないス

コアでの優勝でした。2 位も横須賀の内村さん、

3033 運動に引っ掛けた 33 位を鈴木副会長が受賞、

ホールインワン賞を事務局の関山さんと横須賀とし

ては非常にいい成績で終了することができました。 

ほとんどの方が経験ありとのことでしたが、それで

もバッチリ決まった“どや顔”、“ガッカリ顔”と色々

ありましたが楽しい研修会でした。主管の葉山町のス

ポ推の皆さんありがとうございました。 

記事 特命担当部長 阿部 康二（浦 賀） 

広報部 副部長 新堀 邦明（富士見） 

 

 

８月１１日（木・祝）に諏訪小学校多目的室と体育

館にて首記の２つの講習会が同日開催されました。

16 名が参加し、少し忙しい面もありましたが効率的

な運営で密度の濃い講習会だったと思います。 

新体力テスト測定員講習会では座学と共に実際の

測定器具を使用した実地演習を４班に分かれて行い

ました。器具を適正に使い正しく測定する事は当然で

すが、ベストパフォーマンスを引き出す働きかけが大

切との事でした。横須賀の子どもの体力が全国平均を

下回る中で、５０ｍ走などの競う競技の平均は低くな

いことから、一所懸命さを引き出す事で他の測定値も

改善されると期待されているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校体育授業サポート講習会では先生との連携が

重要であり、授業を円滑で効率的に進める為に何をサ

ポートすれば良いか、緊密な打合せが大切と感じまし

た。 

また、動きがイメージできるような言葉かけや子ど

もの動きをまずは認めて肯定的にアドバイスすると

伝えたいことが伝わりやすくなるとの話には、子ども

と接する他の機会にも当てはまり大変参考になりま

した。 

記事 広報部 井上 浩文（沢 山） 

写真 広報部 副部長 新堀 邦明（富士見） 

 

 

 

 

編集後記 

スポーツの秋も終わり、沢山の行事も無事に終
わることが出来ました。スポ推第３６号も多くの
人に協力頂き編集を終えました。これから寒い冬
がやってきます。健康管理をしっかりし新年を迎
えて下さい。 

広報部 部長 鈴木 幸子（汐入）
ホームページ   http://sukataishi.jp 

平成 28 年度横三ブロック研修会 
平成 28 年度 新体力測定員講習会 

学校体育授業サポート講習会 




